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市の人口と世帯　77,591人（前月比△76人）　男38,448人　女39,143人　世帯数 30,344世帯   【10月１日現在】

主な内容

● 石岡市のお財布は　　　　　　　　     Ｐ８
　
● 石岡市総合防災訓練を実施します　     Ｐ９
　　   　              
● ごみ処理の広域化で効率的に　　　　  P10

● 石岡のおまつり　　　　　　　　　　  P14

合併記念式典で石岡市民の歌を披露する大島花子さん

特 集
石岡、次の10年へ―



石岡、次の 10 年へ―
■かつて国府が置かれ、常陸国の政治・経済の中心であった石岡と、筑
波山系に囲まれた豊かな里山を残す八郷が合併して 10 年。
■ 10 月 4 日、石岡市民会館で合併 10 周年記念式典が開催されました。
当日は、石岡市民憲章、市民の歌、公認マスコットキャラクターなどを
お披露目。これらの制作には、市内で暮らし、学ぶ、多くの児童や生徒
などが関わりました。
■彼らの目に映っている今の石岡。そしてこれからの石岡。
■合併式典当日の様子と記念事業についてお知らせします。

　旧石岡市と旧八郷町。それぞれに魅力があ
ります。旧石岡市には石岡のおまつりという
大きな祭りがあり、旧八郷町にはパラグライ
ダーや果樹園など自然とのふれあいがありま
す。そんな石岡が大好きです。
　　　　　　　　　（市内高校生）

市民の歌に含めたい歌詞
の募集では、たくさんの
石岡への思いが集まりま
した▼

　風土記の丘の大きな獅子頭、石岡のおまつ
り、田んぼ、冬の夜空に見える星。石岡には
良いところがいっぱいあります。（市内小学生）
　祭りやイベントなど人との付き合いが多
く、温かい人たちがたくさんいます。ずっと
変わらないでほしいです。（市内中学生）
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10 月 1 日は、

　石岡市民の日



わたしたちは、ふるさとを誇り、活力と
生きがいに満ちた平和なまちをつくるた
め、ここに市民憲章を定めます。

石 岡 市 民 憲 章

1　色彩豊かな自然を生かし、きれいで
快適なまちをつくります。

1　歴史と伝統に学び、文化を育むまち
をつくります。

1　情熱をもって仕事にはげみ、夢と希
望あふれるまちをつくります

1．ふるさと大使に任命された歌手 大島花子さんによる市民の歌の披露　2．歌に聞き入る皆さん　3．式典にはたくさ
んの方が来場されました　4．次の 10 年のキーワードは「連携」と語る市長　5．市民憲章の作成に関わった中高生に
よるステージ発表

　平成 26 年 6 月に市内 6 中学校の全生
徒にまちづくりの合言葉を募集。そこで
多かった言葉をもとに、各学校 2 人ず
つ計 12 人の中学生が、茨城大学人文学
部のサポートのもと市民憲章を作成しま
した。

1　力を合わせ、みんなが集まる魅力あ
るまちをつくります。

1　きまりを守り、安全で安心して暮ら
せるまちをつくります。

1　互いを尊重し、笑顔と思いやりのあ
るまちをつくります。
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水が澄んでいて蛍が見えた
場所がありました。そこは
とてもきれいで忘れられな
い思い出になりました

春はきれいな桜、夏は山に
行って虫とり、秋は魚釣り、
冬はじいちゃんとばあちゃ
んの作るおいしいいちごが
すごく楽しみです
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岡
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わ
が
ふ
る
さ
と

　

ひ
と
の
心
が　
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毎年見ている石岡のおまつ
りはとてもかっこいい

秋、下校中に田を見ていた
ら、トンボがたくさん飛ん
でいてきれいだった

田んぼが多い石岡、すくす
くと育つ稲穂が風にゆれ、
葉の波ができるのを通学路
の途中に見るのが日課で
す。筑波山を背景に見る波
は石岡でしか見れない風景
だと思う

ぼくは石岡で育ってきまし
た。なかよしの友だちや、
やさしい先生がいて毎日楽
しく過ごしています

お
ま
つ
り
の
獅
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、
豊
か
な
自
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し
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、
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と
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「
歌
に
含
め
た
い
言
葉
や
、

あ
な
た
の
思
い
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
、
市

内
の
小
・
中
・
高
校
生
を

始
め
、
市
内
外
か
ら
合
計

８
０
４
通
の
言
葉
と
思
い
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
思
い
を
歌
に
し

た
の
は
、
石
岡
駅
で
ず
っ
と

飼
い
主
を
待
っ
て
い
た
忠
犬

タ
ロ
ー
を
歌
っ
た
「
こ
こ
で

君
を
ま
っ
て
る
よ
」を
作
詞
・

作
曲
し
た
大
島
花
子
さ
ん
。

応
募
用
紙
の
一
枚
一
枚
に
目

を
通
し
、含
め
た
い
言
葉
と
、

そ
の
背
景
に
あ
る
思
い
出
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
の
歌

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

「
市
民
の
皆
さ
ん
の
合
唱
と

と
も
に
、
こ
の
歌
を
歌
い
た

い
で
す
。
今
日
が
新
た
な
出

発
。
た
く
さ
ん
の
方
に
曲
を

愛
し
て
い
た
だ
け
る
よ
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こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」

と
式
典
終
了
後
、
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

歌
手
・
大
島
花
子
さ
ん

一

大島花子　プロフィール
2003 年、父坂本九の「見
上げてごらん夜の星を」で
デビュー。2009 年男児出
産後は、母として、女性と
しての視点に立った活動を
開始。

皆さんから寄せられた 800におよぶ思い出の中から、一部ご紹介します。

風土記の丘で奥まで行った
時、きれいな鳥の声が聞こ
えたよ



▲いしおか恋瀬姫
特に恋の悩みには敏感で、
手にする桧扇 ( ひおうぎ )
で恋の願いを叶えてくれま
す。 

▲子どもたちに、どんなふるさとを残したいですか―
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。
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。
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◀嗜
たしな

みうさぎモモア（右）／
　満喫うさぎカイ（左）
地酒を背負った「モモア」と
果物が好きな「カイ」。背中
に背負ったカゴには、季節の
果物が入っています。
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。
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岡
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。
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三

石岡をＰＲ
　ふるさと大使

式典時に、芸術、スポーツ、音楽など各分
野で活躍されている、市にゆかりのある皆
さんをふるさと大使に任命しました。

よそから来たからこ
そ感じる石岡の良さ
を伝えたい。
浦口雅行（陶芸家）

皆さんに愛される
「市民の歌」を歌っ

ていきたい。
大島花子（歌手）

市出身の小林恒岳
氏に師事したのが
デザインの原点。
須藤玲子

（テキスタイル
　　デザイナー）

文京区との交流を
進めていきたい。
西村修

（プロレスラー・
  文京区議会議員）

八郷地区の茅葺き屋
根 の 素 晴 ら し さ を
知ってほしい。
安藤邦廣（筑波大学
名誉教授・建築家）

▲右から恋瀬姫の制作に関わった馬立さん
（元石岡商工会議所青年部会長）、モモア・
カイのキャラクター制作を企画した河原さ
ん、制作者の川島さん（石岡一高生徒会）

　 坂本修一
（バドミントンチーム監督）

バドミントン競
技で北京オリン
ピック出場（P12
のまちのわだい
参照）



　

市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
早

期
健
全
化
基
準
を
15
％
下
回
る
10
・

０
％（
25
年
度
は
10
・
５
％
）で
し
た
。

言
い
換
え
る
と
「
市
の
一
般
的
な
財

源
の
う
ち
10
・
０
％
を
借
り
入
れ
の

返
済
（
公
債
費
）
に
充
て
た
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
が
一
般
財
源
か
ら
借
り
入

れ
の
返
済
に
充
て
た
総
額
は
約

41
億
４
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
う

ち
約
27
億
３
０
０
０
万
円
は
地
方
交

付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
、
実
質
の
充

当
額
は
約
14
億
１
０
０
０
万
円
で
し
た
。

　

実
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じ
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全
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準

を
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回
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ま
し
た
。

　

し
か
し
、
公
債
費
は
、
今
後
、
駅

周
辺
整
備
や
庁
舎
建
設
、
市
道
整
備

な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
人
件
費
や

扶
助
費
、
公
債
費
の
よ
う
に
経
常
的

に
支
出
を
必
要
と
す
る
経
費
が
一
般

財
源
の
う
ち
90
・
３
％
と
い
う
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
た
め
、
今
回
の

比
率
は
楽
観
で
き
る
数
値
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
経
費
の
節
減
に

向
け
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

上
図
の
四
指
標
に
は
、
財
政
の
健

全
化
を
判
断
す
る
二
つ
の
基
準
が
あ

り
ま
す
。
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比
率
が
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
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に
入
る

と
「
財
政
健
全
化
計
画
」
の
策
定
と

公
表
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
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比
率
が
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
入
る
と
、

市
は
「
財
政
再
生
計
画
」
の
策
定
と

公
表
だ
け
で
な
く
、
地
方
債
の
借
り

入
れ
の
制
限
や
総
務
大
臣
か
ら
予
算

変
更
な
ど
の
勧
告
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字

比
率
は
、平
成
25
年
度
に
引
き
続
き
、

と
も
に
赤
字
額
が
な
く
、比
率
は「
な

し
」
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
計
算

上
算
定
さ
れ
る
黒
字
の
程
度
（
マ
イ

ナ
ス
値
で
表
示
）
は
、
実
質
赤
字
比

率
が
マ
イ
ナ
ス
４
・
80
％
（
25
年
度

は
マ
イ
ナ
ス
５
・
89
％
）、
連
結
実

質
赤
字
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
７
・
94
％

（
25
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
９
・
21
％
）

で
し
た
。

　平成 19年に「地方公共団体の財
政の健全化に関する法律」が公布さ
れ、市は財政状況を四つの指標で表
すことになりました。平成 26年度
決算に基づく石岡市の指標は昨年度
に引き続き、いずれも健全な状況を
示す数値となりました。

グラフから見た市の財政健全度  平成26年度決算

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

★の位置から、石岡市が基準内にあることがわかります。
★ 印は、市の現況■ 財政再生基準■ 早期健全化基準凡例

イエローゾーン レッドゾーン
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△ 4.80 

△ 7.94 

★

★
健全化判断比率 石岡市 早期

健全化基準
財政

再生基準

実質赤字比率 ―     12.60 　20.00

連結実質赤字比率 ―     17.60 　30.00

実質公債費比率 10.0     25.0　 　35.0
将来負担比率 50.4   350.0

（単位：％）

　実質赤字比率・連結実質赤字比率は、ともに赤字額がない
ため「－」と表示しています。

平成26年度決算に基づく市の健全化判断比率

実
質
公
債
費
比
率
は

10
・
０
％
で
基
準
超
え
ず

健
全
化
判
断
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
の
四
つ
の
財
政
指
標
の
総
称

で
す
。
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
れ
ら

の
比
率
の
い
ず
れ
か
が
一
定
基
準
以

上
と
な
っ
た
場
合
、
財
政
健
全
化
計

画
ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定

し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

実
質
赤
字
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模※

１
に
占
め
る
普

通
会
計※

２
の
赤
字
額
の
割
合
を
示
し
ま

す
。
な
お
、
普
通
会
計
が
赤
字
で
な

い
場
合
、こ
の
実
質
赤
字
比
率
は「
な

し
」
と
な
り
ま
す
。

※
１ 

標
準
財
政
規
模
…
…
標
準
的

な
状
態
で
収
入
が
見
込
ま
れ
る
一
般

財
源
（
市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
使

途
が
特
定
さ
れ
な
い
財
源
と
、
財
源

不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
特
例
的
に

認
め
ら
れ
る
地
方
債
の
発
行
可
能
額

の
合
計
）
で
す
。

※
２ 

普
通
会
計
…
…
各
地
方
自
治

体
の
会
計
の
範
囲
を
統
一
し
、
統
計

上
の
整
理
、
比
較
を
容
易
に
す
る
た

め
に
総
務
省
が
定
め
た
会
計
区
分
で

す
。
26
年
度
の
石
岡
市
の
場
合
、
一

用
語
の
説
明

市の財政は健全
事業の重点化・効率化で　　
　　　　　継続努力
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二
つ
の

　

赤
字
比
率
は
「
な
し
」



　

市
と
一
部
事
務
組
合
が
、
将
来
負

担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
借
り
入
れ

や
債
務
負
担
行
為
な
ど
の
総
額
は
約

５
４
１
億
７
０
０
０
万
円
で
す
が
、
そ

の
う
ち
約
３
１
１
億
８
０
０
０
万
円

は
、
地
方
交
付
税
に
よ
る
措
置
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
基

金
や
特
定
財
源
を
除
い
た
金
額
を
、

市
の
一
般
的
な
財
源
で
割
り
返
し
た

結
果
、
市
の
将
来
負
担
比
率
は
50
・

４
％
（
25
年
度
は
58
・
１
％
）
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
市
が
将
来
負

担
す
る
と
見
込
ま
れ
る
借
り
入
れ
な

ど
の
総
額
は
、
市
の
一
般
的
な
財
源

の
約
0.5
年
分
に
当
た
る
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
と
と
も
に
算
定

し
た
も
の
に
、
公
営
企
業
に
か
か
る

資
金
不
足
比
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

比
率
は
、
事
業
の
規
模
に
対
す
る
資

金
不
足
額
の
割
合
を
示
す
も
の
で
す

が
、
市
の
公
営
企
業
で
あ
る
水
道
、

簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排

　

市
は
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
健
全

化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
を
算
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
財
政
の
早

期
健
全
化
と
分
か
り
や
す
い
財
政
状
況

の
情
報
開
示
な
ど
の
た
め
の
比
率
で
す
。

平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く
各
比
率
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
文
中
、
平
易
な
表
現
と
す
る
た
め
、

説
明
を
簡
略
化
し
た
表
記
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

財
政
課

☎
２
３
・
１
１
１
１ （
内
線
２
３
４
）

　

事業名 資金不足
比率 経営健全化基準

水道事業 － 20.0
簡易水道事業 － 20.0
下水道事業 － 20.0
農業集落排水事業 － 20.0

市公営企業にかかる資金不足比率
（単位：％）

平成26年度決算

　資金不足の比率は、いずれも値がないため「－」と
表示しています。

　

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比

率
は
、
地
方
債
な
ど
の
借
入
金
額
の

大
き
さ
が
数
値
の
決
め
手
に
な
り
ま

す
。
で
は
、
な
ぜ
市
は
借
り
入
れ
を

行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
が
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
に
は

「
長
く
使
用
で
き
る
施
設
の
整
備
費

用
は
、
次
の
世
代
に
も
負
担
し
て
も

ら
い
、
世
代
間
の
費
用
負
担
の
公
平

性
を
確
保
し
よ
う
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。

　

30
年
返
済
の
借
り
入
れ
を
す
れ

ば
、
そ
の
年
数
の
間
に
施
設
を
利
用

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
整
備
費
用

を
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
市
は

地
方
債
の
多
く
を
施
設
の
建
設
や
道

路
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
な
ど

都
市
基
盤
の
整
備
に
充
て
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
家
計
が
厳
し
い
と
き

に
節
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
市
も
一
般
家
庭
も
同
じ
で
す
。

　

今
回
、
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を

算
定
し
た
結
果
、市
の
財
政
状
況
は
、

「
健
全
段
階
」
に
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
庁
舎
建
設
や
道
路
整
備
を

は
じ
め
、
歳
出
の
増
大
が
見
込
ま

れ
、
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
基
本
と
す
る
事
業
の
重
点

化
・
効
率
化
を
行
う
な
ど
、
財
政
の

健
全
化
に
向
け
て
努
力
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
は「
な
し
」

な
ぜ
、
市
は
地
方
債
を

借
り
入
れ
し
て
い
る
の
か

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

借
り
入
れ
な
ど
の

将
来
負
担
は
一
般
財
源
の

約
0.5
年
分

水
の
各
事
業
は
い
ず
れ
も
資
金
不
足

が
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、
算
定
結
果

は
表
の
と
お
り
「
な
し
」
と
な
り
ま

し
た
。

　

比
率
が
25
年
度
と
比
較
し
て
7.7
％

減
少
し
た
主
な
要
因
は
、
標
準
税
収

入
額
や
普
通
交
付
税
が
増
と
な
っ
た

こ
と
や
公
営
企
業
債
な
ど
へ
の
繰
入

見
込
額
・
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担

な
ど
見
込
額
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

般
会
計
と
霊
園
事
業
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
全

会
計
の
赤
字
額
の
割
合
を
示
し
ま

す
。
赤
字
額
の
考
え
方
と
、
会
計
が

赤
字
で
な
い
場
合
に
比
率
が「
な
し
」

と
な
る
の
は
、
実
質
赤
字
比
率
と
同

様
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
、

市
と
市
が
加
入
す
る
一
部
事
務
組

合
・
広
域
連
合
（
霞
台
厚
生
施
設
組

合
や
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
な

ど
）
が
起
こ
し
た
借
り
入
れ
の
返
済

額
の
割
合
を
示
し
、
過
去
３
か
年
の

平
均
値
を
そ
の
年
度
の
比
率
と
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
、

普
通
会
計
が
将
来
的
に
負
担
す
る
と

見
込
ま
れ
る
、
市
、
一
部
事
務
組
合
・

広
域
連
合
、
地
方
公
社
・
第
三
セ
ク

タ
ー
な
ど
（
市
産
業
文
化
事
業
団
な

ど
）
の
借
り
入
れ
、
債
務
負
担
な
ど

の
割
合
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
は
「
市

が
将
来
負
担
す
る
と
見
込
ま
れ
る
借

り
入
れ
な
ど
の
総
額
は
、
市
の
一
般

的
な
財
源
の
何
年
分
に
当
た
る
か
」

と
い
う
も
の
で
、
比
率
が
１
０
０
で

あ
れ
ば
１
年
分
、
１
５
０
で
あ
れ
ば

1.5
年
分
と
言
え
ま
す
。

市の財政は健全
事業の重点化・効率化で　　
　　　　　継続努力
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市
の
財
政
は
、
金
額
も
大
き
く
、

専
門
用
語
が
多
い
た
め
、
分
か
り
に

く
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
26
年
度
の
石
岡
市

一
般
会
計
決
算
の
１
億
円
を
家
計
簿

の
１
万
円
に
置
き
換
え
、
市
の
財
布

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
財
政
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
、
10
年
前
（
平
成
16

年
度
決
算
）
の
状
況
と
比
較
し
て
み

ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

財
政
課

☎
２
３
・
１
１
１
１ 

（
内
線
２
３
４
）

　

10
年
前
と
比
べ
て
給
料
は
少
し

増
え
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
親

か
ら
の
援
助
や
仕
送
り
に
頼
っ
て

い
る
状
態
で
す
。
自
分
で
確
保
で

き
る
収
入
は
、
給
料
と
パ
ー
ト
収

入
を
合
わ
せ
て
４
割
程
度
で
す
。

　

10
年
前
と
比
べ
て
、
医
療
費
や

家
の
増
改
築
・
家
電
の
購
入
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
へ

の
仕
送
り
や
貯
金
も
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
食
費
や
生
活
費
・

自
治
会
費
を
抑
え
て
赤
字
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

貯
金
を
増
や
し
な
が
ら
、
ロ
ー

ン
の
返
済
を
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
ロ
ー
ン
残
高
の
管
理
が
必

要
で
す
。

支
出

貯
金
と
ロ
ー
ン
の
残
高

10
年
前
の

  

平
成
16
年
度
と

  

　

   

比
べ
る
と

※ （　）内は平成 16 年度との比較です。△はマイナ
スを表します。平成 16 年度の額は、旧石岡市と旧八
郷町それぞれの決算額の合計です。
※ 基金・市債とも、一般会計に係る分の残高です。
また、基金からは、定額運用基金を除いています。

平成26年度石岡市一般会計決算

貯金残高（基金残高）
101 万円

（＋ 53）

ローン残高（市債残高）
293 万円

（＋３）

貯金とローン残高

食費（人件費）
51 万円

（Δ 7）

生活費（物件費）
37 万円

（Δ 1）

医療費・養育費（扶助費）
60 万円

（＋ 31）

家の補修代（維持補修費）
4 万円

（＋１）

ローンの返済（公債費）
30 万円

（△ 1）

自治会費など（補助費など）
22 万円

（Δ 15）

家の増改築・家電の購入

（普通建設事業費など）

43 万円

（＋ 16）

貯金（積立金・貸付金など）
７万円

（＋５）

子どもへの仕送り

（国保・介護・下水道などへの繰出金）

39 万円

（＋９）

合　計
293 万円

（＋ 38）

支出収入
給料（市税）

98 万円

（＋３）

パート収入

（使用料・負担金など）

17 万円

（Δ 3）

親からの仕送り

（地方交付税・消費税交付金など）

79 万円

（＋３）

親からの援助

（国庫支出金・県支出金）

62 万円

（＋ 35）

ローン借り入れ（市債）
28 万円

（＋６）

貯金の取り崩し

（基金繰入金）

４万円

（△５）

前年度からの繰越（繰越金）
15 万円

（＋１）

合　計
303 万円

（＋ 40）

石岡市の

　お財布は…

収
入
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暮らし
安 全

11
月
９
日
〜
15
日

「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
週
間
で
す

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
多
く

は
「
逃
げ
遅
れ
」
が
原
因
で
、
最
近

は
高
齢
者
の
死
傷
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
火
災
発

生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
る
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
設
置
は
石
岡
市
火
災
予
防
条
例
に

よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

電
池
切
れ
に
注
意
！

　

定
期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な

ど
し
て
作
動
確
認
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
電
池
が

切
れ
る
と
作
動
し
な
く
な
り
ま
す
。

本
体
は
、
お
お
む
ね
10
年
を
目
安
に

交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

　

消
防
関
係
者
を
名
乗
り
、
消
火
器

な
ど
の
防
災
機
器
を
不
正
販
売
す
る

業
者
が
い
ま
す
。

　

不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
消
防
本

部
予
防
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

地
震
火
災
の
６
割
以
上
が
電
気
を

原
因
と
す
る
電
気
火
災
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
地
震
発
生

時
、
設
定
値
以
上
の
揺
れ
を
感
知
し

た
場
合
に
、
自
動
的
に
ブ
レ
ー
カ
ー

を
落
と
し
て
電
気
を
止
め
、
通
電
火

災
を
防
ぐ
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部 

予
防
課

☎
２
３
・
０
１
１
９

 fd.city.ishioka.lg.jp

暮らし
安 全

石
岡
市
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

▼
当
日
の
午
前
９
時
に
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
、
南
小
学
校
周
辺
の
防
災
行
政

無
線
で
訓
練
開
始
の
合
図
が
あ
り
ま

す
。
訓
練
に
参
加
す
る
皆
さ
ん
は
、

各
自
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
（
図
の

よ
う
な
安
全
確
保
行
動
）
の
後
、
南

小
学
校
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

当
日
は
、
救
出
・
救
助
訓
練
の
見

学
、
炊
き
出
し
・
防
災
食
の
試
食
、

起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
や
消
火
訓

練
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
に
ち
／
11
月
22
日
（
日
）

場
所
／
南
小
学
校
校
庭

※
事
前
訓
練
で
航
空
偵

察
機
や
防
災
ヘ
リ
が
発

す
る
騒
音
な
ど
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

防
災
対
策
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

暮らし
安 全

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す

対
象
／
市
民
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ

競
技
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
代
表
者

※
イ
ベ
ン
ト
の
期
間
中
は
、
医
師
な

ど
の
医
療
従
事
者
・
消
防
署
な
ど
実

施
す
る
救
急
救
命
講
習
の
修
了
者
を

配
置
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
出
料
／
無
料

※
運
搬
費
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

申
込
方
法
／
貸
出
希
望
日
の
５
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
貸

出
期
間
は
７
日
以
内
で
、
受
付
窓
口

で
の
受
け
渡
し
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

1
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

2
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

3
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

い
の
ち
を
守
る

　３
つ
の
習
慣

1
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

2
寝
具
、
衣
類
・
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

3
火
災
を
早
め
に
消
す
た
め
に
、
消

火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

4
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

い
の
ち
を
守
る

　４
つ
の
対
策

　

11
月
９
日
〜
15
日
は
秋
季
全
国
火

災
予
防
週
間
。
全
国
統
一
防
火
標
語

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く

れ
ん
ぼ
」
を
合
言
葉
に
、
火
の
取
り

扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

地
震
×
火
災
に
対
応

　感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

地震発生時の安全確保行動 1 － 2 － 3（1 分程度）

ＨＰ

９　　広報いしおか１１月１日号  №２４２

　       これからの季節、
日増しに寒さが厳しくなり、
火を取り扱う機会が多くなり
ます。また空気が乾燥してく
るため、例年この時季は火の
取り扱いの不注意により多く
の火災が発生しています。
           注意しましょう！ 予防課

関根課長



ご
み
処
理
の
広
域
化
で
効
率
的
に

　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
基
本
構
想

ご
み
処
理
広
域
化
の
背
景

　

石
岡
市
・
小
美
玉
市
・
か
す
み
が

う
ら
市
・
茨
城
町
の
４
市
町
で
は
、

こ
れ
ま
で
、
合
併
前
の
枠
組
み
の
ま

ま
、
ご
み
の
共
同
処
理
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
運
営
さ
れ
る
三
つ
の
焼
却

施
設
は
合
計
で
約
３
５
０
ト
ン
の
処

理
能
力
で
、
当
地
域
の
ご
み
処
理
量

か
ら
は
過
大
な
施
設
規
模
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
や
県
で
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
の
環
境
対
策
の
強
化
、

処
理
経
費
の
削
減
、
資
源
化
の
拡
充

な
ど
の
観
点
か
ら
ご
み
処
理
広
域
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
市
町
の
年
間
ご
み
処
理

経
費
は
合
計
で
約
15
億
円
が
必
要

で
、
い
ず
れ
の
焼
却
施
設
も
使
用
年

数
が
20
〜
30
年
程
度
と
更
新
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
施
設
の
更
新
に
あ

た
り
、
多
額
の
建
設
事
業
費
が
見
込

ま
れ
る
中
、
さ
ら
に
安
定
か
つ
効
率

的
な
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
を
確
立

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
合
理
的

な
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
を
確
立

し
、事
業
経
費
を
縮
減
す
る
こ
と
で
、

高
度
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
行
財
政
基
盤
の
確
保
に
も
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中 

間 

報 

告

組合 石岡市 小美玉市 かすみが
うら市 茨城町

茨城美野里
環境組合 － 美野里地区 － 全域

霞台厚生
施設組合 石岡地区 小川地区

玉里地区 － －

新治地方
広域事務組合 八郷地区 － 全域 －

※新治地方広域事務組合は、他に土浦市新治地区を含む

▲霞台厚生施設組合環境
センター

▲茨城美野里環境組合
クリーンセンター

◀新治地方広域事務組合
環境クリーンセンター

高
度
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
行
財
政
基
盤
の
確
保
に
も
貢

　

人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
合
理
的

センター

広報いしおか１１月１日号  №２４２　１０

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

　
　
　
　
　
　
　基
本
構
想
と
は

　

上
記
の
背
景
や
当
地
域
の
課
題
な

ど
を
踏
ま
え
、
基
本
構
想
で
は
、
４

市
町
が
策
定
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
ご
み
処
理
広

域
化
の
基
本
的
な
方
向
性
、
処
理
計

画
、
施
設
整
備
の
概
要
を
示
す
も
の

で
す
。

　

年
度
内
に
、中
間
報
告
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
、
各
４
市
町

の
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え

策
定
し
、
来
年
度
以
降
、
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
具
体
的
な
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

■
基
本
方
針

・
環
境
保
全
を
充
実
し
ま
す
。

・
廃
棄
物
処
理
コ
ス
ト
を
削
減
し
ま

　

す
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

・
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

　

を
図
り
ま
す
。

・
計
画
的
か
つ
安
定
し
た
最
終
処
分

　

を
継
続
し
ま
す
。

・
防
災
対
策
、
災
害
廃
棄
物
処
理
対

　

応
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

■
基
本
目
標

・
ご
み
排
出
量
を
約
20
％
削
減
し
ま              

   

す
。 

・
資
源
化
率
を
約
26
％
に
増
加
し
ま

   

す
。

・
４
市
町
が
協
調
し
、
よ
り
高
い
数   

   

値
目
標
を
目
指
し
ま
す
。

資
源
化
率
（
％
）

ご
み
排
出
量（
ｔ
）

26.1

図　資源化率の実績と目標

19.5

6.6％ポイント増30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

平成 24年度実績 平成 40年度目標
0.0

55,428

図　ごみ排出量の実績と目標

69,340

20％削減
70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

平成 24年度実績 平成 40年度目標
0



　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
て
い
る
機
関
で
す
。
学
識
経

験
者
、
被
用
者
保
険
代
表
者
、
医

師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
被
保
険

者
代
表
な
ど
16
人
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
被
保

険
者
代
表
委
員
２
人
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
員　

　

被
保
険
者
代
表
委
員　

２
人　
　

応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
石
岡
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
で
、
任
期
中
満
20
歳
以

上
74
歳
以
下
の
人
。

　

ま
た
、
平
日
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
人
。

　

※
市
議
会
議
員
、
市
監
査
委
員
、

常
勤
の
公
務
員
は
除
き
ま
す
。

任
期　

　

12
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
11
月
30

日
ま
で
の
２
年
間

応
募
方
法

1
応
募
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
意
見
や

応
募
の
動
機
に
つ
い
て
、
４
０
０
字

程
度
に
％
ま
と
め
た
作
文
。（
書
式

は
任
意
）

・
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・

連
絡
先
・
電
話
番
号
・
職
業
を
記
載

し
た
も
の
。

2
応
募
先

保
険
年
金
課
へ
持
参
ま
た
は
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

3
締
め
切
り

11
月
24
日
（
火
）

・
持
参
は
午
後
５
時
15
分
ま
で

・
郵
送
は
当
日
消
印
有
効

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
１
）

〒
３
１
５
・
８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１　

石
岡
市
役
所　

保
険
年
金
課
（
国
保

担
当
）

■
主
要
施
策

◎
ご
み
の
発
生
抑
制
、
資
源
化
の
推

進
　

こ
れ
ま
で
に
も
住
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、

分
別
の
徹
底
、
資
源
化
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
４
市
町
が
連

携
・
協
働
し
取
り
組
み
の
促
進
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
減
量
資
源

化
の
推
進
に
よ
り
、
新
た
な
処
理
施

設
の
建
設
に
あ
た
り
、
事
業
費
の
圧

縮
に
努
め
ま
す
。

◎
ご
み
処
理
施
設
の
更
新

　

現
在
約
１
日
／
３
５
０
ト
ン
の
処

理
能
力
が
あ
る
既
存
の
３
処
理
施
設

を
集
約
し
、１
日
／
２
１
５
ト
ン（
見

込
み
）
規
模
の
新
た
な
広
域
ご
み
処

理
施
設
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
の
維
持
管
理
経
費
も
大
幅
に
縮
減

で
き
ま
す
。

　

新
処
理
施
設
に
は
、
最
新
の
高
度

な
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、

環
境
保
全
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
余
熱
利
用
に
は
、
処
理
施
設
内

だ
け
で
な
く
場
外
や
廃
棄
物
発
電
へ

の
利
用
を
検
討
し
ま
す
。

◎
ご
み
の
分
別
区
分
の
一
元
化

　

広
域
処
理
に
よ
る
合
理
的
か
つ
効

率
的
な
ご
み
処
理
を
行
う
た
め
、
４

市
町
の
分
別
区
分
や
排
出
方
法
に
関

し
て
統
一
化
を
図
る
方
向
で
調
整
し

ま
す
。

◎
各
地
域
へ
の
配
慮

　

広
域
ご
み
処
理
施
設
か
ら
遠
方
に

な
り
、
ご
み
の
搬
入
が
不
便
に
な
る

地
域
が
発
生
す
る
た
め
、
戸
別
収
集

の
導
入
や
中
間
置
場
の
設
置
な
ど
を

検
討
し
、利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◎
周
辺
環
境
へ
の
配
慮

　

施
設
集
約
に
伴
い
搬
入
車
両
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
施
設
周
辺
環
境
へ

の
影
響
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

施
設
周
辺
の
環
境
整
備
を
実
施
し
ま

す
。

皆さんのご意見などをお聞かせください
一般廃棄物処理施設基本構想 ( 中間報告 ) の
住民説明会を開催します

　中間報告とりまとめに伴う住民説明会を以
下のとおり開催します。皆さんのご意見など
をお聞かせください。

場所

会場（場所） 住所 開催日時

千代田公民館
（講堂）

かすみがうら市
上佐谷 991-5

11 月４日（水）
午後７時から

美野里公民館
（大会議室）

小美玉市堅倉
835

11 月７日（土）
午前 10時から

ゆうゆう館
（多目的室）

茨城町大字小堤
1037-1

11 月 11 日（水）
午後７時から

ひまわりの館
（介護研修室）

石岡市大砂
10527-6

11 月 14 日（土）
午後２時から

申込方法
事前に霞台厚生施設組合 建設計画課まで氏
名と住所を明記の上、お申し込みください（申
込内容：氏名・住所）
※２人以上の場合、代表者の氏名・住所のほ
か、同行者人数をお伝えください。

■申し込み・問い合わせ
霞台厚生施設組合 建設計画課
☎ 56-7773 
℻ 26-8660
kd-kensetsu@outlook.jp

福 祉
国 保

国
民
健
康
保
険
運
営

　
　
　協
議
会
委
員
に
応
募
を

１１　広報いしおか１１月１日号  №２４２



　

９
月
６
日
、
石
岡
運
動
公
園
体
育

館
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
選
手
発

掘
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
４
年
後
に
開
催
さ
れ
る

茨
城
国
体
に
向
け
た
選
手
強
化
を

目
的
に
、
市
内
外
の
小
・
中
学
生

１
２
０
人
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
当
日
は
、
三
村
出
身
で
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
ダ
ブ
ル
ス
に
出

場
し
た
日
本
ユ
ニ
シ
ス
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
監
督
の
坂
本
修
一
氏
を
招
き
、

熱
心
な
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　指せ！バドミントン日本一目

▲坂本氏の説明を熱心に聞く子どもたち

ま のち わ だ い楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

　　空のトレイルラン大会を　
　　　　　　　　　　　開催
天

　

８
月
30
日
、
筑
波
山
系
を
縦
走
す

る
最
長
70
キ
ロ
を
走
る
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
大
会
（
筑
波
連
山
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模

様
で
し
た
が
、
市
内
は
も
と
よ
り

北
海
道
や
福
岡
か
ら
昨
年
の
２
倍
、

１
０
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を
楽
し
む
に
は
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
石
岡
市
。
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
に
、
皆
さ
ん
も
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

▲雲の合間から市街地が顔をのぞかせました

　

８
月
29
日
、
ば
ら
き
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
碁
石
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
地
域
社

会
と
の
絆
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
る
た
め
「
第
４
回
絆
フ
ァ
ミ
リ
ー

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
キ
ッ
ク
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
ら
１
０
０
組
を
超
え
る

チ
ー
ム
が
参
加
。

　

会
場
で
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
推
進
委
員
が
参
加
者
に
啓
発
物

品
を
手
渡
し
な
が
ら
、
本
運
動
へ
の

理
解
と
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

西地区の復興のために県

▲常総市への義援金を手渡す関係者の皆さん ▲親子でサッカーを楽しみました

ス ポーツを通じて
　　　犯罪のない社会に

　

９
月
24
日
、「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」

関
係
者
の
皆
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、

「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
で
集
め
ら
れ
た

常
総
市
へ
の
義
援
金
を
市
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
總
社
宮
や
御
仮
殿
、
祭

礼
本
部
、
駅
前
観
光
案
内
所
、
ま
ち

か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
７
か
所
に

募
金
箱
を
設
置
し
、
79
万
３
４
１
４

円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

預
か
っ
た
募
金
は
、
同
日
、
茨
城

新
聞
社
を
通
し
て
常
総
市
へ
と
送
ら

れ
ま
し
た
。
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10
月
１
日
、
園
部
小
学
校
で
、
梨

の
生
産
者
を
招
い
て
食
育
の
授
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
に
授
業
を
行
っ
た
の
は
東

山
崎
の
友
部
敏
英
さ
ん
。
授
業
が
始

ま
る
な
り
子
ど
も
た
ち
は
「
梨
を
育

て
る
の
に
難
し
い
と
こ
ろ
は
？
」「
実

が
な
る
ま
で
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る

の
？
」な
ど
友
部
さ
ん
を
質
問
攻
め
。

授
業
後
、
友
部
さ
ん
は
「
石
岡
の
梨

は
お
い
し
い
と
舌
で
覚
え
て
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲アトラクションのダンスで盛り上がります

の味覚、梨づくりに
　子どもたちは興味津々秋

▲１㎏を超える新高に子どもたちは興味津々の様子

▲冒頭の老翁の舞、境内の前には踊りに夢中の子どもも。

　

　

中
秋
の
名
月
に
あ
た
る
、
９
月

26
・
27
日
、
柿
岡
八
幡
宮
で
太
々
神

楽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

太
鼓
の
テ
ケ
テ
ッ
ト
ン
と
い
う
音

が
「
じ
ゃ
か
も
こ
じ
ゃ
ん
」
と
聞

こ
え
る
た
め
、
地
元
の
人
か
ら
は

「
じ
ゃ
か
も
こ
じ
ゃ
ん
」
と
い
う
呼

び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
起
源

は
、１
５
９
５
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

柿
岡
城
主
の
長
倉
義
興
が
伊
勢
神
宮

を
参
拝
し
た
際
、
12
の
神
楽
を
持
ち

帰
っ
て
き
た
の
が
由
来
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
は
上
四
町
（
荒
宿
・

上
宿
・
仲
町
・
西
町
）
に
長
く
住
む

者
で
長
男
に
限
る
と
さ
れ
て
き
た
継

承
も
、
戦
後
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ

現
在
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

拍
子
方
と
舞
い
方
、
そ
し
て
着
方

に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ

の
神
楽
に
は
、
楽
譜
も
踊
り
の
教
科

書
も
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
体
で
覚

え
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
。　

　

保
存
会
の
若
手
で
10
代
の
関
真
太

朗
さ
ん
と
山
本
大
さ
ん
は
、
神
楽
の

リ
ズ
ム
が
好
き
で
、
小
さ
い
頃
か
ら

夢
中
で
見
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

　

４
０
０
年
続
く
八
幡
宮
の
じ
ゃ
か

も
こ
じ
ゃ
ん
に
は
、
守
り
、
受
け
継

ぐ
地
域
の
人
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

境 内にひびく里神楽　ーじゃかもこじゃんの音色

▲神子舞を披露する子どもたち

を動かすって楽しいね
　　スポーツ大会を開催体

１３　広報いしおか１１月１日号  №２４２

　

10
月
３
日
、
石
岡
運
動
公
園
で
第

23
回
石
岡
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
６
０
０
人
が
参
加
し
、

車
い
す
競
争
や
玉
入
れ
競
技
、
綱
引

き
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
特
別
ゲ
ス

ト
と
し
て
タ
レ
ン
ト
の
ボ
ビ
ー
オ
ロ

ゴ
ン
さ
ん
も
参
加
し
、
一
緒
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

「
ボ
ビ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
綱
引
き
を

し
た
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と

参
加
者
は
話
し
ま
し
た
。



御仮殿に向かい大神輿が渡御

初の試み！
石岡小グランドで幌獅子総揃え

御仮殿へ供奉行列が組まれ、猿田彦が道案内をします

まつりの華金棒引きまつりの華金棒引き

御仮殿へ供奉行列が組まれ、猿田彦が道案内をします

巫女の舞

大神輿

奉納相撲

幌獅子大行列

御幸通りに幌獅子が大集合

染谷十二座神楽

露祓いを務める土橋の獅子

石
岡
が
祭
り
一
色
に

３
日
間
45
万
人
来
場

　
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
が
、
９
月
19
日
か
ら
３

日
間
に
わ
た
り
、
市
街
地
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
正
式
に
は
、
常

ひ
た
ち
の
く
に
そ
う
し
ゃ
ぐ
う
れ
い
た
い
さ
い

陸
國
總
社
宮
例
大
祭
と
い
う

こ
の
祭
り
に
、
県
内
外
か
ら
45
万
人
も
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
華
麗
な
山
車
や

勇
壮
な
幌
獅
子
な
ど
44
台
が
市
内
を
練
り
歩
き
、

市
街
地
は
祭
り
一
色
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
19
日
は
、
神じ
ん
こ
う
さ
い

幸
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
２
時
の
花
火
を
合
図
に
、
總
社
宮
か
ら
ご
神

体
を
の
せ
た
大
神
輿
が
出
社
。
大
神
輿
は
冨
田
の

さ
さ
ら
と
土
橋
・
仲
之
内
の
獅
子
を
露
祓は

ら
い
に
し
、

猿
田
彦
を
道
案
内
と
し
て
供ぐ

ぶ奉
行
列
を
組
ん
で
、

年
番
の
仲
之
内
町
の
御お

か
り
や

仮
殿
へ
渡と
ぎ
ょ御
し
ま
し
た
。

　

20
日
の
奉

ほ
う
し
ゅ
く
さ
い

祝
祭
で
は
、
總
社
宮
境
内
で
奉
納
相

撲
が
行
わ
れ
、
神
楽
殿
で
は
「
巫
女
舞
」
や
「
染

谷
十
二
座
神
楽
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

御
幸
通
り
で
は
、
幌
獅
子
パ
レ
ー
ド
や
山
車
パ

レ
ー
ド
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
集
ま
っ
た
大
勢
の
見

物
客
か
ら
、
歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

21
日
の
還か
ん
こ
う
さ
い

幸
祭
に
は
、年
番
町
の
御
仮
殿
か
ら
、

ご
神
体
が
供
奉
行
列
で
總
社
宮
へ
還か

ん
ぎ
ょ御

し
ま
し

た
。
大
神
輿
が
總
社
宮
の
本
殿
に
着
く
と
、
還
幸

祭
が
行
わ
れ
、
年
番
が
仲
之
内
町
か
ら
宮
下
町
へ

と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。



山車大行列のため駅前に集結

観光グッズの販売

来年の年番　宮下町

今年からイベント広場に特設ステージ開設

看板建築に祭り色が重なる

いしおかサンド販売

山車大行列でまつりの雰囲気は最高潮に

おっしゃい隊が華を添えます

陰の努力でゴミのないきれいなおまつりに

年番　仲之内町の獅子

冨田のささら

　
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
が
、
９
月
19
日
か
ら
３

日
間
に
わ
た
り
、
市
街
地
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
正
式
に
は
、
常

ひ
た
ち
の
く
に
そ
う
し
ゃ
ぐ
う
れ
い
た
い
さ
い

陸
國
總
社
宮
例
大
祭
と
い
う

こ
の
祭
り
に
、
県
内
外
か
ら
45
万
人
も
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
華
麗
な
山
車
や

勇
壮
な
幌
獅
子
な
ど
44
台
が
市
内
を
練
り
歩
き
、

市
街
地
は
祭
り
一
色
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
19
日
は
、
神じ
ん
こ
う
さ
い

幸
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
２
時
の
花
火
を
合
図
に
、
總
社
宮
か
ら
ご
神

体
を
の
せ
た
大
神
輿
が
出
社
。
大
神
輿
は
冨
田
の

さ
さ
ら
と
土
橋
・
仲
之
内
の
獅
子
を
露
祓は

ら
い
に
し
、

猿
田
彦
を
道
案
内
と
し
て
供ぐ

ぶ奉
行
列
を
組
ん
で
、

年
番
の
仲
之
内
町
の
御お

か
り
や

仮
殿
へ
渡と
ぎ
ょ御
し
ま
し
た
。

　

20
日
の
奉

ほ
う
し
ゅ
く
さ
い

祝
祭
で
は
、
總
社
宮
境
内
で
奉
納
相

撲
が
行
わ
れ
、
神
楽
殿
で
は
「
巫
女
舞
」
や
「
染

谷
十
二
座
神
楽
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

御
幸
通
り
で
は
、
幌
獅
子
パ
レ
ー
ド
や
山
車
パ

レ
ー
ド
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
集
ま
っ
た
大
勢
の
見

物
客
か
ら
、
歓
声
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

21
日
の
還か
ん
こ
う
さ
い

幸
祭
に
は
、年
番
町
の
御
仮
殿
か
ら
、

ご
神
体
が
供
奉
行
列
で
總
社
宮
へ
還か

ん
ぎ
ょ御
し
ま
し

た
。
大
神
輿
が
總
社
宮
の
本
殿
に
着
く
と
、
還
幸

祭
が
行
わ
れ
、
年
番
が
仲
之
内
町
か
ら
宮
下
町
へ

と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。



楽しむ
式 典

成
人
式
を
開
催
し
ま
す

　

石
岡
市
か
ら
他
市
に
転
出
し
た
人

で
、
成
人
式
に
参
加
を
希
望
す
る
人

は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

で
、
12
月
中
旬
以
降
に
な
っ
て
も
成

人
式
の
案
内
通
知
が
届
か
な
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
／
平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

連
絡
事
項
／
成
人
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
性
別
・
卒
業
中
学
校
名
・
世

帯
主
（
親
元
な
ど
）
の
氏
名
・
住
所

※
新
成
人
は
、
平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
が
該
当
し
ま
す
。
電
話
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
12
月
４
日
（
金
）
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　
　

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
１
）

〒
３
１
５
・
０
１
９
５　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

楽しむ
文 化

第
19
回
石
岡
市

　
　芸
術
祭
企
画
展

　

刺
繍
・
書
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
作

品
の
展
示
を
企
画
し
ま
し
た
。
入
場

無
料
で
す
。

期
間
／
11
月
27
日
（
金
）
〜
12
月
２

日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

場
所
／
支
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

出
展
者
／
上
杉
ミ
ツ
子
氏
（
刺
繍
）

　
　
　
　

 

野
沢
嶺
一
氏
（
書
）

※
故
上
野
久
夫
氏
（
仏
像
）、
故
鈴

木
伸
子
氏
（
植

物
画
）、
故
加

藤
光
治
氏
（
備

前
焼
）
の
作
品

を
回
顧
コ
ー

ナ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
振
興
課

☎
４
３
・１
１
１
１　
（
内
線
１
３
２
２
）

にこにこ赤ちゃん体操＆ママビクス
▶赤ちゃんの発達段階に合わせた体操や
マッサージで親子の絆を深めましょう。
ママビクスはボールを使い産後の回復に
役立つエクササイズです。
日時／ 12月1日（火）・8日（火）・18日
（金）（全3回） 午後1時30分～3時
講師／佐藤直子先生（茨城県エアロビッ
ク連盟）
受講費／ 972 円（ソフトジムボール代）
定員／ 15 組
対象／生後 2か月から 6か月の赤ちゃ
んとそのママ

消しゴムはんこ教室
▶専用の消しゴムを使って、消しゴムは
んこを作りましょう。出来たはんこで、
かわいい雑貨も作ります。作りたい図案
があればお持ちください。
日時／ 12月 1日（火）午前10時～正午・
10 日（木）午後 1 時 30 分～ 3 時 30
分
講師／中嶋亜希子先生（はんけしくんイ
ンストラクター）
受講費／ 1,000 円
定員／各 10人

木村幸子先生のエアロビクス教室
▶ご存知、木村幸子先生のエアロビクス
教室。楽しく体を動かして、心も体もリ
フレッシュ＆シェイプアップ！
日時／ 11 月 27 日、12月 18・25日（金・
全３回）午後 1時 30分～ 2時 45分
講師／木村幸子先生
受講費／無料
定員／ 40 人

申込方法／ 11 月 6日（金）午前
8時 30分から電話で申し込み。
※定員になり次第締め切ります。

■申し込み・問い合わせ
　ふれあいの里石岡
　　　　　　ひまわりの館
　☎ 35‒1126

楽しむ
講 座

ひ
ま
わ
り
の
館
講
座

広報いしおか１１月１日号  №２４２　１６

▲上杉ミツ子さんの作品



　
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
の
前
日
、

梨
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
が
あ

り
、
私
も
審
査
員
の
一
人
と
し
て
市

内
小
学
生
た
ち
の
作
品
を
拝
見
し
ま

し
た
。 

　

い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
、
梨
の

描
写
と
美
味
し
そ
う
に
頬
張
る
姿
か

ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
無
邪
気
な
雰
囲
気

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

　

審
査
員
の
中
に
は
、
フ
ル
ー
ツ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
っ
て
い
る
若
手

生
産
者
た
ち
が
い
て
、
熱
心
に
絵
を

見
比
べ
て
い
ま
し
た
。 

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、

高
品
質
の
梨
「
恵
水
」
が
商
品
化
さ

れ
、
販
売
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
１

個
が
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
近
い
大
玉
で
、

糖
度
が
13
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
甘

さ
で
す
。
値
段
は
１
３
０
０
円
も
す

る
高
級
品
で
、
贈
答
品
と
し
て
人
気

が
出
て
い
ま
す
。 

　

フ
ル
ー
ツ
の
秋
と
い
え
ば
、
Ｔ
Ｘ

つ
く
ば
駅
か
ら
柿
岡
を
結
ぶ
「
や
さ

と
フ
ル
ー
ツ
号
」
も

９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
観
光
果
樹
園
に

来
訪
者
を
運
ん
で
い

ま
す
。 

　

12
月
に
は
、
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
に
大
が

か
り
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
飾
ら
れ
、

夕
刻
か
ら
楽
し
い
光

の
シ
ョ
ー
が
見
ら
れ

ま
す
。 

　

来
年
春
に
完
成
予

定
の
石
岡
駅
は
、
東

西
自
由
通
路
で
結
ば

れ
、
市
の
玄
関
口
と

し
て
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
な
市
の
近
況
で
す
が
、

去
る
10
月
４
日
は
合
併
10
周
年
を
記

念
す
る
式
典
が
、
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　

冒
頭
の
式
辞
に
お
い
て
、
私
は
こ

れ
ま
で
の
10
年
に
感
謝
す
る
と
共

に
、
次
な
る
10
年
に
向
か
っ
て
こ
う

述
べ
ま
し
た
。 

　

こ
れ
か
ら
大
切
に
す
る
の
は
「
連

携
」
で
、
隣
接
す
る
６
つ
の
市
と
さ

ら
に
広
い
連
携
、
文
京
区
や
多
賀
城

市
の
交
流
都
市
と
の
友
好
や
提
携
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

若
者
た
ち
が
夢
を
持
て
る
ま
ち
と

し
て
発
展
す
る
よ
う
、
一
歩
一
歩
着

実
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

式
典
で
は
市
民
憲
章
や
ふ
る
さ
と

大
使
、市
民
の
歌
な
ど
が
発
表
さ
れ
、

最
後
は
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星

を
」の
感
動
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
し
た
。 

　

そ
れ
か
ら
４
日
経
ち
、
今
は
長
野

市
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
の
全

国
都
市
問
題
会
議
に
出
席
し
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
「
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
で
、
全
国
か
ら
２
０
０
０

人
を
超
え
る
自
治
体
関
係
者
が
集

い
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
て
い
ま
し

た
。 

市
長
日
記
21

10
月
8
日
（
木
）

次
な
る
10
年
に
向
か
っ
て

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

▲大好物の梨を描いた作品が選ばれました

１７　広報いしおか１１月１日号  №２４２

８
月
21
日
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
15

　歴
史
・
史
跡
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

団
体　石

岡
建
築
士
会

　

参
加
者
は
7
人
、
座
談
会
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
、
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会 

関

東
地
区
協
議
会
が
、
7
月
末
に
石
岡
市
で
開
催
さ

れ
た
こ
と
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
歴
史
・
史
跡
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
、
現
状
も
含
め
て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　　  石岡建築士会の皆さんからの意見

・ 観光客を呼ぶために、看板建築などを整備すること
も必要だが、女性客を取り込むことが大事。そのため
には、食事処の充実を。
・ふるさと歴史館の代わりに、八間道路の空き店舗に
鹿の子遺跡の出土品を年代順に並べたらど　うか。
・ 石岡は水が魅力。特に酒。歴史と酒を絡めたまちづ
くりができないか。
・茅葺民家など今ある資源を生かしたまちづくりを考
えるべき。
・フルーツ狩りやフラワーパークに来る観光バスなど
がまちなかにも寄れる仕組みは出来ないか。
・看板建築や国分寺をサイクリングできるようなルー
トをつくり、それが八郷地区までつながれば良い。

■申し込み・問い合わせ
秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 212）



情報ネット
ワーク

information

月間交通事故件数
市内の事故発生状況【9/30 現在】
・発生件数　　　197 件    （‒38）
・死 者 数　　　1 人          （-2）
・負傷者数　　　261 人    （‒54）
・物損事故　　   1,390 件（+75）
※（　）内は前年比の増減です。
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

第
56
回
石
岡
市
美
術
展

展
示
期
間
／
11
月
18
日
（
水
）
～
22

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ

内
容
／
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工

芸
美
術
・
書
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン

※
出
品
作
品
の
搬
入
を
11
月
10
日

（
火
）
午
後
５
時
～
８
時
、11
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
８
時
に
石
岡
運
動

公
園
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
２
）

光
風
荘
も
み
じ
祭
り

日
に
ち
／
11
月
22
日
（
日
）

場
所
／
光
風
荘
（
谷
向
町
）

内
容
／
バ
ザ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
日
用
品
や
家
具
な
ど
豪
華
賞
品

が
当
た
る
１
０
０
円
く
じ
、模
擬
店
、

水
戸
の
御
当
地
ア
イ
ド
ル
（
仮
）
の

ラ
イ
ブ
な
ど

※
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
日
用
品
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

光
風
荘
☎
２
２
・
５
８
１
１

℻
２
２
・
２
５
７
７

や
さ
と
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

▼
22
回
目
の
再
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま

す
！

日
時
／
11
月
21
日（
土
）〜
23
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
最
終
日
の
み
午
後
３
時

場
所
／
旧
有
明
中
学
校
跡
地

■
問
い
合
わ
せ

ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会（
海
野
）

☎
０
２
９
・
８
２
４
・
１
３
４
５

商
工
産
業
祭

「
第
27
回
柿
岡
城
ま
つ
り
」

日
時
／
11
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所
／
柿
岡
商
店
街

■
問
い
合
わ
せ

八
郷
商
工
会
☎
４
３
・
０
２
４
７

大
雅
荘

は
ー
と
ふ
る
ビ
レ
ッ
ジ
文
化
祭

日
時
／
11
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
２
時

場
所
／
大
雅
荘
（
三
村
）

内
容
／
「
や
ん
さ
太
鼓
」
に
よ
る
太

鼓
実
演
（
午
前
10
時
45
分
か
ら
）「
三

村
ば
や
し
子
供
教
室
」
に
よ
る
お
囃

子
実
演（
午
後
１
時
か
ら
）、模
擬
店
、

パ
ン
販
売
、
バ
ザ
ー

■
問
い
合
わ
せ

大
雅
荘
☎
２
４
・
０
７
３
１

第
19
回
石
岡
市
芸
術
祭「
芸
能
祭
」

▼
伝
統
芸
能
の
愛
好
家
が
日
ご
ろ
の

練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
入
場
は

無
料
。

日
時
／
11
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
か
ら

場
所
／
中
央
公
民
館 

大
講
堂

内
容
／
民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟

■
問
い
合
わ
せ

2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
２
）

い
き
い
き
活
動
事
業
へ
の
参
加
を

▼
高
齢
者
の
心
身
の
機
能
低
下
の
防

止
や
閉
じ
こ
も
り
の
抑
制
を
図
り
ま

す
。
生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業

対
象
で
す
。

日
時
／
1 

12
月
８
日
（
火
）
８
時

50
分　

い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場
集

合 

2 

12
月
９
日
（
水
）
８
時
20
分

支
所
集
合

対
象
／
外
出
が
困
難
も
し
く
は
外
出

意
欲
の
低
下
し
て
い
る
65
歳
以
上
の

人
、
そ
の
付
き
添
い
者

※
年
度
内
１
回
の
み
の
参
加
で
す
。

内
容
／
大
洗
、
那
珂
湊
方
面
の
視
察

研
修
※
福
祉
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

イ

ベ

ン

ト

募

集

広報いしおか１１月１日号  №２４２　１８
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定
員
／
1 

2
各
20
人
程
度
（
選
考
）

参
加
費　

無
料
（
昼
食
代
は
個
人
負

担
と
な
り
ま
す
）

申
込
方
法
／
11
月
９
日
（
月
）
～
20

日
（
金
）
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
者
一
人

に
対
し
付
き
添
い
一
人
ま
で
申
し
込

み
可
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
参
加

未
経
験
者
を
優
先
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

1
高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
０
６
）

公
園
の
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

▼
公
園
を
「
子
ど
も
」
に
見
立
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
里
親
」
に
な
っ

て
も
ら
い
、
定
期
的
に
草
刈
り
、
清

掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
も

ら
う
も
の
で
す
。

活
動
内
容
／
1
公
園
内
の
散
乱
ご
み

の
回
収
2
除
草
、
植
樹
ま
す
の
清
掃

3
情
報
の
提
供
な
ど
（
遊
具
、
施
設

な
ど
の
破
損
、
樹
木
損
傷
な
ど
の
連

絡
）

参
加
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
す
る
小
学
生
以
上
の
団
体
で
す
。

団
体
の
代
表
者
は
、
満
20
歳
以
上
の

人
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
都
市
計
画
課
（
内
線
２
９
３
）

せ
ん
げ
ん
山
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
紅
葉
の
せ
ん
げ
ん
山
（
標
高

３
４
４
メ
ー
ト
ル
）
を
ハ
イ
キ
ン
グ

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
21
日
（
土
）
朝
日
里
山

学
校
に
午
前
９
時
集
合
、
午
後
１
時

30
分
解
散
※
雨
天
時
は
中
止
。

参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
、

保
険
料
な
ど
）

定
員
／
30
人
（
先
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

朝
日
里
山
学
校

☎
５
１
・
３
１
１
７

東
京
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
師
走
の
築
地
と
東
京
の
紅
葉
散
策

を
し
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
／
1 

12
月
３
日 

（
木
）

             

2 

12
月
10
日 

（
木
）   

集
合
場
所
・
時
間
／
い
し
お
か
イ
ベ

ン
ト
広
場
・
午
前
８
時

対
象
／
20
歳
以
上
で
市
内
在
住
・
在

勤
者
※
８
㎞
程
度
歩
け
る
人

定
員
／
各
28
人
（
抽
選
）

コ
ー
ス
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

＝
築
地
市
場
（
散
策
・
昼
食
）=

新

宿
御
苑
～
神
宮
外
苑 

（
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
）
＝
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

参
加
費
／
１
８
０
０
円
（
高
速
、
駐

車
場
、
保
険
代
な
ど
含
む
）

※
昼
食
は
含
み
ま
せ
ん
。な
お
、キ
ャ

ン
セ
ル
返
金
は
行
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
／
11
月
10
日
（
火
）
ま

で
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
石
岡

２
１
４
９
‐
３
）
に
直
接
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

☎
２
４
・
０
３
２
２

平
成
27
年
度
高
等
工
科
学
校
生

募
集
期
間
／【
推
薦
】11
月
１
日（
日
）

～
12
月
４
日
（
金
）【
一
般
】
11
月

１
日
（
日
）
～
平
成
28
年
１
月
８
日

（
金
）

資
格
／
い
ず
れ
も
中
卒
（
見
込
含
）

で
17
歳
未
満
の
男
子
（
平
成
28
年
４

月
１
日
現
在
）
※
推
薦
は
、
学
校
長

の
推
薦
が
必
要
で
す
。

試
験
日
／
第
１
次
試
験　
【
推
薦
】

平
成
28
年
１
月
９
日
（
土
）
～
11
日

（
月
）の
間
の
指
定
す
る
１
日【
一
般
】

平
成
28
年
１
月
23
日
（
土
）
第
２
次

試
験
（
一
般
の
み
）
平
成
28
年
２
月

４
日
（
木
）
～
７
日
（
日
）
の
間
の

指
定
す
る
１
日

合
格
発
表
／
【
推
薦
】
平
成
28
年
１

月
20
日
（
水
）【
一
般
】
平
成
28
年

２
月
19
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部 

土
浦

地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６　

東
幼
稚
園
園
児
募
集

定
員
／
【
１
年
保
育
】
27
人
（
平
成

22
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人
）　
【
２
年
保
育
】
35

人
（
平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

申
込
方
法
／
入
園
願
書
に
記
入
の

上
、
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

11
月
４
日
（
水
）
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。
入
園
願
書
は
、
東
幼
稚
園
、
こ

ど
も
福
祉
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

市
立
東
幼
稚
園
☎
２
６
・
２
３
１
２

遺言・相続全国一斉電話相談会
日時／ 11月 16日（月）
午後１時～４時
相談電話／☎ 0570-041-605（全国
統一ナビダイヤル）※通話料は相
談者負担。
■問い合わせ　茨城県弁護士会
☎ 029-221-3501
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視
覚
障
が
い
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▼
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
と
し
て
の
必
要
な

知
識
や
技
術
を
習
得
し
ま
す
。
生
涯

現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業
対
象
。

日
時
／
12
月
10
日（
木
）・
15
日（
火
）・

17
日
（
木
）（
全
３
回
）
午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分

場
所
／
光
風
荘
（
谷
向
町
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員
／
20
人
（
先
着
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
11
月
27
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
２
３
・
２
４
１
１

土
浦
協
同
病
院 

市
民
公
開
講
座

日
時
／
11
月
14
日
（
土
）
午
後
２
時

～
４
時

場
所
／
土
浦
市
民
会
館 

小
ホ
ー
ル

内
容
／
講
演
（
各
20
分
）
1
「
早
産

を
防
ぐ
た
め
に
は
～
切
迫
早
産
の
治

療
に
つ
い
て
～
」
2
「
新
生
児
の
過

去
・
現
在
・
未
来
」
3
「
小
さ
な
子

ど
も
の
手
術
も
大
丈
夫
！
小
児
科
医

が
い
ま
す
」
4
「
小
さ
く
生
ま
れ
た

赤
ち
ゃ
ん
に
寄
り
添
っ
て
―
看
護
の

視
点
か
ら
―
」

■
問
い
合
わ
せ

土
浦
協
同
病
院
地
域
連
携
室（
大
図
）

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
３
１
１
１

「
幕
末
歴
史
」
講
演
会

日
時
／
11
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所
／
石
岡
市
民
会
館

講
師
／
千
葉 

隆
司
氏
（
筑
波
学
院

大
学
非
常
勤
講
師
）

内
容
／
幕
末
と
い
う
時
代
・
水
戸
学

か
ら
の
尊
王
攘
夷
・
府
中
で
の
旗
揚

げ
集
結
、
筑
波
山
へ
・
杉
並
戦
争
を

経
て
西
上
行
軍
へ 

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

講
演
会
担
当
☎
２
２
・
４
９
５
３

「
星
野
道
夫
の
世
界
」
講
演
会

▼
ア
ラ
ス
カ
を
愛
し
心
を
魅
了
す
る

写
真
・
エ
ッ
セ
イ
を
多
数
残
し
た
故

星
野
道
夫
さ
ん
。夫
人
直
子
さ
ん
に
、

夫
そ
し
て
極
北
の
魅
力
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
す
。

日
時
／
12
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時

開
場
、
１
時
30
分
～
３
時
30
分
講
演

場
所
／
朝
日
里
山
学
校

対
象
／
小
学
３
年
生
以
上

定
員
／
80
人
（
先
着
）

参
加
費
／【
一
般
】１
２
０
０
円（
前

売
り
）、１
７
０
０
円
（
当
日
券
）【
高

校
生
以
下
】
５
０
０
円

託
児
／
１
人
３
０
０
円
（
３
歳
～
小

学
２
年
生　

５
人
ま
で
）
※
要
予
約

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

北
村
☎
４
２
・
２
３
３
７

　

kabakita816@
lim

e.plala.or.jp

家
事
家
計
講
習
会

▼
家
計
や
家
事
に
つ
い
て
実
例
に
基

づ
い
て
話
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時

～
正
午

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

定
員
／
15
人
（
先
着
）

参
加
費
／
４
０
０
円
（
資
料
代
）

託
児
／
１
人
２
０
０
円
（
お
や
つ
・

保
険
代
）
※
要
予
約

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

佐
竹
☎
２
６
・
１
６
２
４

自
動
交
付
機
利
用
停
止
と

休
日
納
税
相
談
中
止
に
つ
い
て

▼
電
気
設
備
の
保
守
点
検
の
た
め
、

次
の
日
程
で
市
内
全
て
の
自
動
交
付

お

知

ら

せ

『東日本大震災石岡市記録集』
好評発売中！
定価　300 円（税込）
販売場所　アキヤマ書店、たかぎ書店、
イチムラ書店、なべや書店、市役所（市
民課・防災対策課）、支所（総務課）
■問い合わせ 1 防災対策課（内線 258）

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

講

座

教

室

情報ネット
ワーク

information
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広　告　掲　載　欄



機
が
利
用
停
止
、
収
納
対
策
課
の
休

日
納
税
相
談
と
窓
口
業
務
は
行
い
ま

せ
ん
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
に
ち
／
11
月
28
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ

【
自
動
交
付
機
に
つ
い
て
】

1
市
民
課
（
内
線
１
２
０)

【
休
日
納
税
相
談
に
つ
い
て
】

1
収
納
対
策
課
（
内
線
１
０
５
）

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

は
確
定
申
告
時
期
に
必
要
で
す

▼
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
・
市

県
民
税
の
申
告
で
、
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た

保
険
料
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
人
に
は
、
11
月
上
旬
に
、

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今

年
初
め
て
支
払
っ
た
人
に
は
２
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
控
除
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確

定
申
告
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

☎
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
※
自
動
音
声
案
内
に

従
っ
て
「
３
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

《
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合
》

☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
４
４

11
月
２
日
（
月
）
～
平
成
28
年
３
月

15
日（
火
）午
前
９
時
～
午
後
７
時（
月

～
金
曜
日
）、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
第
２
土
曜
日
）（
年
末
年
始
は
除
く
）

公
共
施
設
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力
を

▼
市
の
公
共
施
設
の
中
長
期
的
な
あ

り
方
を
決
め
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
建
設

さ
れ
た
公
共
施
設
な
ど
が
こ
れ
か
ら

大
量
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
一
方
で
、

市
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
で
す
。
そ
こ
で
今
後
の
公
共
施
設
に

関
す
る
市
民
の
利
用
状
況
な
ど
を
調

査
し
、
施
設
の
統
廃
合
も
視
野
に
入
れ

た
公
共
施
設
の
最
適
化
を
実
現
し
、
将

来
の
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

【
調
査
に
つ
い
て
】

　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
、
男
女

４
０
０
０
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
10

月
末
に
調
査
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

記
入
後
、
調
査
票
を
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
回
答
者
を

特
定
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

1
行
革
推
進
課
（
内
線
４
１
１
）

戦
没
者
追
悼
式
を
実
施
し
ま
す

▼
市
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
、

尊
い
犠
牲
と
な
ら
れ
た
本
市
関
係
者

の
殉
国
の
英
霊
に
対
し
、
敬
け
ん
な

追
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
ご
遺

族
の
ご
労
苦
に
対
し
深
い
敬
意
を
表

し
、
恒
久
の
平
和
と
市
勢
発
展
を
祈

念
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時

30
分
か
ら

場
所
／
中
央
公
民
館

申
込
方
法
／
参
列
希
望
者
で
遺
族
会

会
員
は
、
遺
族
会
役
員
へ
、
そ
れ
以

外
の
人
は
社
会
福
祉
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
６
）

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

期
間
／
11
月
15
日
（
日
）
～
平
成
28
年

２
月
15
日
（
月
）
※
イ
ノ
シ
シ
猟
は
３

月
31
日
ま
で（
詳
し
く
は
農
政
課
ま
で
）

《
ハ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
へ
》

　

法
令
で
定
め
ら
れ
た
鳥
獣
保
護
区

な
ど
の
規
制
区
域
・
人
家
の
あ
る
場

所
・
公
道
・
公
園
な
ど
の
場
所
で
は

狩
猟
が
で
き
ま
せ
ん
。

《
市
民
の
皆
さ
ん
へ
》

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
山
間

部
へ
立
ち
入
る
と
き
は
、
目
立
つ
服
装

や
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
物
を
携
帯

す
る
な
ど
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
３
）

台風 18 号の影響により被害を受けた皆さんへ
▶今般の災害により、国税についての申告・申
請・請求・納税などを期限までにできないとき
は、所轄税務署長に対し申告・納税などの期限
の延長を申請することができます。詳しくは関
東信越国税局のホームページ、または土浦税務
署へお問い合わせください。
■問い合わせ 土浦税務署☎ 029－822－1100
ＨＰ http://www.nta.go.jp/kantoshinetsu/　

　　　特設人権相談所を開設します
▶人権問題に関わることについて法務大臣から
委嘱された人権擁護委員が相談に応じます。秘
密は守られます。
日時／ 11月 19日（木）午前 10時～午後３時
場所／支所３階 302 会議室
■問い合わせ 1 社会福祉課（内線 464）

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　　　11 月 16 日（月）～ 22 日（日）

２１　広報いしおか１１月１日号  №２４２

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



８
月

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

８
月
８
日
・
月
例
大
会

優

　勝　

東
光
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

第
２
位　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

８
月
23
日
・
年
金
受
給
者
石
岡
地
区

大
会

優

　勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

第
２
位　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

第
18
回
石
岡
市
長
杯

Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会

９
月
11
日
・
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ

ま
わ
り
の
館

男
子
の
部

優

　勝　

斉
藤
憲

準
優
勝　

三
輪
薫
夫

第
３
位　

和
島
勝

女
子
の
部

優

　勝　

竹
内
勝
子

準
優
勝　

千
葉
初
子

第
３
位　

高
橋
ち
が
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
市
町
村
大
会

６
月
28
日
、
７
月
５
日
・
八
郷
総
合

運
動
公
園

優

　勝　

ポ
ロ
ク
ラ
ブ

第
２
位　

ヤ
マ
ト

第
３
位　

パ
セ
オ
パ
ル
ケ

　
　
　
　

Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
秋
季
大
会

９
月
６
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

優

　勝　

ポ
ロ
ク
ラ
ブ

第
２
位　

パ
セ
オ
パ
ル
ケ

第
３
位　

ブ
レ
イ
ド
・
幸
町
ス
タ
ー
ズ

石
岡
市
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

９
月
27
日
・
石
岡
運
動
公
園

男
子
Ａ
ク
ラ
ス

優

　勝　

皆
川
新
・
越
智
雄
大
（
筑

波
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
）

第
２
位　

小
池
和
人
・
森
健
太
郎（
一

般
Ｃ
）

男
子
Ｂ
ク
ラ
ス

優

　勝　

城
戸
敏
和
・
城
戸
洋
充（
石

岡
ク
ラ
ブ
）

第
２
位　

横
井
彰
・
関
口
修
一
（
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ａ
ク
ラ
ブ
）

第
３
位　

高
島
巧
太
・
小
松
崎
瑛
士

（
石
岡
ク
ラ
ブ
）

男
子
Ｃ
ク
ラ
ス

優

　勝　

粟
野
孝
昭
・
三
元
和
也（
宮

中
ク
ラ
ブ
）

第
２
位　

横
須
賀
将
志
・
加
藤
昴（
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ａ
ク
ラ
ブ
）

第
３
位　

林
真
史
・
南
波
祐
生
（
筑

波
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
）

女
子
Ｂ
ク
ラ
ス

優

　勝　

安
部
恵
・
酒
寄
尚
子
（
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ａ
ク
ラ
ブ
）

第
２
位　

梅
澤
裕
・
植
野
奈
緒
美（
み

ん
と
ク
ラ
ブ
）

第
３
位　

森
田
恵
美
子
・
森
田
麻
里

乃
（
岩
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
）

女
子
Ｃ
ク
ラ
ス

優

　勝　

岩
崎
明
代
・
根
本
典
子（
八

郷
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
）

第
２
位　

小
倉
は
つ
み
・
斉
藤
詩
織

（
恋
南
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

親
善
交
流
大
会

９
月
26
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園
Ｔ

Ｂ
Ｇ
場

男
子
シ
ニ
ア

優

　勝　

鈴
木
義
男

準
優
勝　

渡
邉
充

第
３
位　

黒
澤
操

男
子
Ｇ
シ
ニ
ア

優

　勝　

宇
都
宮
広
巳

準
優
勝　

潮
田
敞

第
３
位　

石
塚
誠

女
子
シ
ニ
ア

優

　勝　

竹
内
勝
子

準
優
勝　

高
橋
ち
が
子

第
３
位　

柳
本
す
み
子

Ｇ
シ
ニ
ア

優

　勝　

小
田
倉
ふ
く

準
優
勝　

瀧
川
春
子

第
３
位　

志
賀
と
し

石岡運動公園　　　　　    ☎ 26-7210
八郷総合運動公園　　　    ☎ 43-6884
石岡海洋センター　　　    ☎ 23-5191
柏原野球公園管理事務所　☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　    ☎ 43-6884

スポーツ情報

結

　果

体育協会の団体紹介 15
　　サッカー部　会員募集
▶石岡市体育協会サッカー部は、現在
８チームが登録しています。主に、参
加チームの総当たりによるリーグ戦を
行っています。
　サッカーをやりたくても所属チーム
のない人は、各クラブを紹介します。
　活動拠点は柏原サッカー場。あなた
も仲間に加わって、良い汗を流しま
しょう。
■申し込み・問い合わせ
 サッカー部（担当：佐藤）
 ☎ 26‒7210 
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口
腔
が
ん
・
歯
科
検
診

日
時
／
12
月
８
日
（
火
）
午
前
８
時

〜
11
時　

場
所
／ 

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー 

申
込
期
間
／
11
月
４
日
（
水
）
〜
11

日
（
水
）

対
象
／
40
歳
以
上

定
員
／
80
人
（
先
着
）

内
容
／
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
診

察
、
視
触
診
と
歯
科
衛
生
指
導

費
用
／
無
料

申
込
方
法
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

   

特
定
保
健
指
導
を

　
　
　
　
　お
忘
れ
な
く

▼
「
特
定
保
健
指
導
」
は
効
果
の
あ

る
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

対
象
者
は
、
特
定
健
康
診
査
の
結

果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
判
定
さ
れ
た
人
で
す
。
対
象
者
に

は
ハ
ガ
キ
で
健
康
診
査
結
果
説
明
会

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
メ
タ
ボ
解
消
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。
指
導
は
無
料
で
す
。

   

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

   

券
の
ご
利
用
は
お
早
め
に

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
月
下
旬

に
「
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
（
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
在
中
）」
を
対
象
者
に

郵
送
し
ま
し
た
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
の

種
類
に
よ
っ
て
、子
宮
頸
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
が
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
大
腸
が
ん
検

診
は
、申
し
込
み
の
後
に
、検
査
キ
ッ

ト
を
郵
送
し
ま
す
。

【
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
】

平
成
28
年
２
月
29
日
ま
で

    

育
児
の
相
談

▼
子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

・
近
く
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

・
些さ

さ
い細
な
事
な
の
で
相
談
す
る
の
が 

恥
ず
か
し
い

・
誰
か
に
話
を
聞
い
て
ほ
し
い

・
地
域
の
情
報
が
ほ
し
い　

な
ど

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

　こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

▼
４
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

す
べ
て
の
家
庭
に
「
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
出
生
届

と
一
緒
に
「
出
生
連
絡
票
」
を
市
役

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
健
師

な
ど
が
訪
問
し
、
体
重
の
計
測
や
、

健
診
、予
防
接
種
の
案
内
を
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態
や
育
児
の
こ

と
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

健
（
検
）
診

石岡保健センター
☎ 24-1386　℻   24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　℻   44-1492

健康ガイド

Health Guide

こころといのちの電話相談
こころの悩みごとなどに専門の相談員
が電話で相談に応じます。
毎月第２火曜日　午前９時
～正午、午後１時～４時
（八郷保健センター内）

お
知
ら
せ

インフルエンザについて知ろう①

　通常日本では、毎年 11月下旬～ 12月
上旬頃にインフルエンザのシーズンが始
まり、1月～ 3月にピークを迎え、4月
～ 5月にかけて患者数は減少します。毎年、人口の
５～ 10％（約 600 万～ 1300 万人）がインフルエン
ザにかかると想定されています。
○インフルエンザの症状は
　高熱が特徴。悪寒・倦怠感・関節痛・筋肉痛・頭痛・
咳・鼻水・くしゃみなど
○予防対策として
１．流行前にインフルエンザワクチンを接種する
２．人ごみや繁華街への外出を控える
３．咳エチケットとしてマスクの使用　　
４．帰宅時のうがいや手洗いの励行
５．室内では加湿器などを使用して適度な湿度に保つ
○感染経路
　インフルエンザにかかった人の咳、くしゃみ、つば
などの飛沫とともに放出されたインフルエンザウイル
スをのどや鼻から吸い込むことによって感染します。
　インフルエンザを予防するには、一人ひとりの「か
からない」「うつさない」という気持ちが大切です。   
　高齢者や乳幼児は、重症化しやすいので特に注意が
必要です。まずは、手洗いやうがいでインフルエンザ
を予防しましょう。

２３　広報いしおか１１月１日号  №２４２



「
ふ
る
さ
と
風
の
会
」
作
品
展

期
間
／
11
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
８
日
（
日
）

髙
木
芳
郎
戦
時
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

▼
髙
木
氏
は
、
太
平
洋
戦
争
時
に

佐
世
保
海
軍
工
廠
に
徴
用
、
そ
の

後
徴
兵
。
所
有
の
千
人
針
、
寄
せ

書
き
日
章
旗
、国
民
徴
用
た
す
き
、

軍
靴
、
軍
服
、
当
時
の
新
聞
の
切

り
抜
き
集
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
／
11
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
30
日
（
月
）

石
岡
駅
橋
上
化
記
念

　

鉄
道
模
型
シ
ョ
ー
in
石
岡

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
５

「
石
岡
駅
・
常
磐
線
車
両
模
型
展
示
」

期
間
／
11
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
14
日
（
土
）

「
Ｎ
ゲ
ー
ジ
走
行
会
」

日
に
ち
／
11
月
14
日
（
土
）

名
「
古
城
」

　

府
中
城
域
を
歩
い
て
巡
り

　
　
　
　

史
跡
・
史
実
を
探
る

日
に
ち
／
11
月
15
日
（
日
）

資
料
・
保
険
代
／
５
０
０
円

定
員
／
30
人
（
要
申
込
）

※
府
中
城
の
画
像
・
資
料
を
展
示

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

11 月のコミュニティ

ギャラリー

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら

３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。

日
時
／
第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸
通

り
の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー

心
と
身
体
の
健
康
相
談

　

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
１
時

折
り
紙
教
室　

28
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
か
ら

ま
ち
の
保
健
室

　15
日
（
第
３

日
曜
日
）
午
後
１
時
〜
４
時

ち
り
め
ん
小
物　

７
・
21
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル　

４
日

（
毎
１
水
曜
日
）
午
前
10
時
か
ら

今月のサンド市は 21 日

ルネッ散歩

掘り出しモノがあるかも !?

パソコン教室

し
ま
す
。
資
料
を
お
持
ち
の
人
は

ぜ
ひ
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
合

い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
ま
す
。
初

め
て
の
人
大
歓
迎
で
す
。

日
時
／
11
月
６
・
20
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時
、
午
後
３
時
〜
５
時　

資
料
代
／
５
０
０
円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
っ
て
何
？

▼
ど
ん
な
時
に
使
う
の
か
、
何
の

た
め
に
実
施
さ
れ
る
の
か
、
基
本

的
な
仕
組
み
と
使
い
方
を
学
び
ま

す
。

日
に
ち
／
11
月
11
日
（
水
）

講
師
／
市
役
所
政
策
企
画
課　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
担
当
者

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

バ
ス
見
学
会

▼
「
ゆ
り
の
里
」
と
「
よ
う
よ
う
」

を
訪
ね
ま
す
。

日
時
／
12
月
１
日
（
火
）

午
後
０
時
30
分
市
民
会
館
集
合

申
込
締
切
／
11
月
11
月
（
水
）

まちかど学習会

広報いしおか１１月１日号  №２４２　２４

　石岡の史跡を訪ね、まちの新し
い一面を発見する旅。それがル
ネッ散歩です。2010 年から始ま
り2か月に1度企画されています。
　「府中城」を聞いたことはある
けど「詳しくは知らない…」とい
う人も多いのでは？歴史の里と言

うけれど、市外の人にうまく説明
できないという人、必見です。知っ
ているようで、知らない石岡の歴
史に出会えます。
　文化の秋、ウォーキングの秋。
足元から、地元を見直してみませ
んか？

石岡を再発見する旅「ルネッ散歩」

写真右が案内人のＮＰＯ石岡総合ス
ポーツクラブ理事長長谷川功さん

歩けば、頭も体も
リフレッシュ！



性
別
に
か
か
わ
ら
ず

　自
分
の
可
能
性
に
挑
戦
す
る
力

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

今
年
、
夏
の
世
界
水
泳
選
手
権
で

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
男

女
混
合
デ
ュ
エ
ッ
ト
が
新
種
目
と
し

て
加
わ
り
、
日
本
か
ら
も
初
め
て
男

性
の
シ
ン
ク
ロ
選
手
が
出
場
す
る
な

ど
、ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
お
い
て
も
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
の
可
能

性
に
挑
戦
で
き
る
場
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

の
Ｆ
Ｃ
石
岡
レ
デ
ィ
ー
ス
の
皆
さ
ん

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。
平
成
10
年
に

チ
ー
ム
を
結
成
し
、
現
在
16
人
の
メ

ン
バ
ー
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
活
躍
も
あ

り
、
昔
に
比
べ
れ
ば
女
子
サ
ッ
カ
ー

Ｆ
Ｃ
石
岡
レ
デ
ィ
ー
ス
（
サ
ッ
カ
ー
）

の
存
在
は
幅
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
の

は
チ
ー
ム
代
表
の
大
枝
さ
ん
。
Ｆ
Ｃ

石
岡
レ
デ
ィ
ー
ス
の
結
成
当
初
か
ら

の
運
営
に
携
わ
り
、
現
在
も
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
女
子
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
も
多
く
な
っ
た
の
で
、
中
学

校
や
高
校
に
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
な

い
場
合
で
も
、
諦
め
ず
に
サ
ッ
カ
ー

を
続
け
て
い
く
環
境
は
少
し
ず
つ
整

い
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
男
子
サ
ッ

カ
ー
に
比
べ
れ
ば
チ
ー
ム
数
は
ま
だ

少
な
い
状
況
な
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
を

す
る
た
め
に
他
市
町
村
の
チ
ー
ム
に

通
っ
て
練
習
し
て
い
る
選
手
も
い
ま

す
」

　

実
際
、
他
市
町
村
か
ら
サ
ッ
カ
ー

を
す
る
た
め
に
Ｆ
Ｃ
石
岡
レ
デ
ィ
ー

ス
に
通
っ
て
い
た
と
い
う
メ
ン
バ
ー

の
保
護
者
も
「
子
ど
も
が
や
り
た
い

こ
と
な
ら
ば
、
協
力
し
て
あ
げ
た
い

の
が
親
心
。
好
き
な
こ
と
は
悔
い
の

な
い
よ
う
や
り
抜
い
て
欲
し
い
と
い

う
気
持
ち
で
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
豊
崎
さ
ん

▲ FC 石岡レディースに所属するメン
バーの皆さん

は
「
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
、
仲
間
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
元
気
に
声
を
出
し
て
、
良

い
雰
囲
気
を
作
れ
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に「
性
別
に
関
係
な
く
、

自
ら
の
可
能
性
に
挑
戦
す
る
」
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
、

習
い
事
な
ど
の
趣
味
や
活
動
に
つ
い

て
、つ
い
「
男
性
向
き
」「
女
性
向
き
」

の
も
の
と
し
て
考
え
、
興
味
は
あ
る

け
れ
ど
、
な
か
な
か
踏
み
出
せ
な
い

と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

Ｆ
Ｃ
石
岡
レ
デ
ィ
ー
ス
の
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
に
、
サ
ッ
カ
ー
を
始

め
た
き
っ
か
け
を
尋
ね
る
と
「
サ
ッ

カ
ー
が
好
き
だ
か
ら
」
と
声
を
そ
ろ

え
て
言
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
性
別
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
自
分
の
可
能
性
を

見
つ
め
直
し
、
身
近
な
こ
と
か
ら
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

11
月
は
県
の
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
　
　推
進
月
間
で
す

　

職
場
や
地
域
、
家
庭
な
ど
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
、
毎
年
11
月
を
男
女
共
同

参
画
推
進
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

アンドレアス・カルサクリアンさん
（フランス共和国出身）

　「歴史と伝統ある石岡のおまつりに、参加者の
一人として加わることができるのはとても貴重な
機会だと思っています。仲間として温かく迎えて
くださった土橋町の皆さんには感謝の気持ちを伝
えたいですね」と語るのは、フランス共和国出身
のアンドレアス・カルサクリアンさん。普段は、
大学で研究員として働いています。土橋町からお
まつりに参加するのは今年で二回目。「期間中、
大きな獅子を動かし続けるのは大変なことです
が、笛や太鼓の音を聞くと、疲れも忘れ、力がわ

政策企画課
☎ 23-1111（内線 226）

ISHIOKA
  JOURNAL IS

H
IO

KA JOURN
A

L

「多様な文化を背景とした人々が互いの
文化を尊重しながら共に生きる社会（多
文化共生社会）」を目指して、様々な取
り組みを紹介します！

▲「おかえりなさい、アンディ！」
と笑顔で出迎える土橋町の皆さん。
アンドレアスさんは「皆さんと仲良
くなれるのが嬉しい。家族のような
雰囲気があることも、お祭りが好き
な理由の一つです」と語ります。

いてきます。おまつりを通して、日本の文化に触
れるだけではなく、地域の方々との素晴らしい出
会いに恵まれました」と、３日間を振り返りました。

２５　広報いしおか１１月１日号  №２４２



新
着
図
書
の
お
知
ら
せ

◎
一
般
書

・
図
解
で
わ
か
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

　

度
い
ち
ば
ん
最
初
に
読
む
本

　
　
　
　
　
　
　
　

／
山
田
芳
子
著

・
高
校
野
球
１
０
０
年
ヒ
ー
ロ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
楊
順
行
著

・
為
吉　
　
　
　

 

／
宇
江
佐
真
理
著

・
砂
の
街
路
図　
　

 

／
佐
々
木
譲
著

・
東
京
零
年　
　
　

 

／
赤
川
次
郎
著

・
御
用
金
着
服　
　
　

 

／
幡
大
介
著

・
夏
お
に
ぎ
り　

 

／
和
田
は
つ
子
著

◎
児
童
書

・
カ
ル
ビ
ー
／
こ
ど
も
く
ら
ぶ
編
さ
ん

・
古
生
物
大
百
科　
　

 

／
土
屋
健
著

・
学
校
の
怪
談
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ

　

ン 　
　

／
常
光
徹
文
・
楢
喜
八
絵

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い

　

は
な
し　
　
　

／
伊
藤
菜
摘
子
訳

・
た
と
え
ば
、
せ
か
い
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

　

だ
っ
た
ら　
　
　

／
高
畠
那
生
作

・
お
ば
け
も
こ
わ
が
る
お
ば
け　
　

　

／
内
田
麟
太
郎
文
・
西
村
繁
男
絵

・
ぼ
く
ら
の
い
た
ず
ら
バ
ト
ル　
　

　

／
宗
田
理
作
・
は
し
も
と
し
ん
絵

時
憶記
の

文化振興課
シリーズ118

☎43-1111
（内線1324）

　　

平
成
26
年
度
の
調
査
に
よ
っ

て
、
茨
城
廃
寺
跡
の
東
西
の
広
さ
は

１
５
０
ｍ
余
り
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
そ
の
内
部
に
は
塔
や
本
尊

を
安
置
し
た
金
堂
、
経
典
を
読
み
説

く
講
堂
と
い
っ
た
寺
院
の
主
要
建
物

（
伽
藍
）
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
１
５
０
ｍ
と
い
う
規
模
は
そ

れ
が
二
つ
入
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
の

広
い
空
間
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
空
間
は
何
の
た
め
に

使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
そ
の
一
部
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
掘
立
柱
建
物
を
発
見
し
ま
し

た
（
写
真
1
）。
掘
立
柱
建
物
の
柱

穴
の
跡
か
ら
は
、
茨
城
廃
寺
の
修
復

に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
軒
丸
瓦

が
出
土
し
ま
し
た
（
写
真
2
）。
柱

穴
か
ら
修
復
の
た
め
の
瓦
が
出
土
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
掘
立
柱
建
物
が

建
築
さ
れ
た
の
は
そ
れ
以
前
。
茨
城

廃
寺
の
創
建
期
に
近
い
頃
に
な
り
、

主
要
建
物
と
は
同
時
期
に
存
在
し
て

い
た
別
の
建
物
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

以
前
の
調
査
で
は
「
東
院
」「
南

院
」「
西
房
」「
東
方
」
と
墨
書
さ
れ

た
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
院
や

房
（
方
）
は
寺
院
内
に
お
け
る
建
物

を
表
す
文
字
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
主
要
建
物
以
外
に
も
「
東
院
」

な
ど
と
呼
ば
れ
た
建
物
の
存
在
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は

竪
穴
住
居
跡
や
茨
城
廃
寺
跡
よ
り
も

古
い
掘
立
柱
建
物
は
発
見
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
茨
城
廃
寺
と
同
時
期
の

掘
立
柱
建
物
は
未
発
見
。
今
回
よ
う

や
く
そ
の
姿
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
掘
立
柱
建
物
を
発
見
し
た
の

は
、
塔
の
東
側
。「
東
院
」「
東
方

（
房
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
建
物
そ
の

も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

調
査
成
果
を
紹
介
す
る
展
示
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

図
書
館
つ
う
し
ん

茨
城
廃
寺
跡　

調
査
成
果
②

掘
立
柱
建
物
の
発
見

■
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

　
　
　
　
　
　
　

☎
２
４
・
１
５
０
７

　
　
　
　
　
　
　
　

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

ＨＰ11 月の休館日

２日
４日
９日
16日
23日
24日
26日
30日

　

図
書
館
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」・「
紙
芝
居
」・

「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」
な
ど
楽
し
い

お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
11
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
７
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い
》

・
12
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
11
月
の
お
は
な
し
会
》

・
21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
11
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
14
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

※
対
象
は
幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

程
度
で
時
間
は
お
よ
そ
30
分
で
す
。

◇ふるさと歴史館第５回企画展
　　　　茨城廃寺跡―発掘調査速報展
期間　11月７日（土）～ 12月 23日（水）
場所　ふるさと歴史館
　　　（石岡小学校敷地内）
休館日　月曜日（祝祭日はその翌日）

写真1　掘立柱建物の柱穴

写真2　軒丸瓦出土の様子

広報いしおか１１月１日号  №２４２　２６

火～金曜日は
午後７時まで
開館しているよ
月曜日休館



　

 　
　

 　

 　

国　

府　

大
西　

和
子

安
保
反
対　

子
を
抱
く
親
の

　

デ
モ
の
姿
を　

照
ら
す
月

下　

林　

加
藤　

弥
生

虫
の
鳴
く
声　

肴
に
さ
せ
て

　

月
と
酌
み
交
う　

秋
の
宵

　

 　
　

 　

 　

国　

府　

篠
原
美
千
代

被
災
か
な
し
く　

戸
惑
う
ば
か
り　
　

　

夜
の
避
難
所　

沁
み
る
風

　

 　
　

 　

 　

川　

又　

関　

清
志

農
家
減
少　

跡
継
ぎ
途
絶
え

　

田
畑
雑
草　

気
が
焦
る

　

 　
　

 　
　

杉　

並　

助
川　

浩
史

追
か
け
っ
こ
の　

草
取
り
止
め
て

　

秋
の
虫
へ
と　

貸
す
ね
ぐ
ら

　

 　
　

 　

 　

石　

岡　

石
塚　

芳
華

ゆ
れ
る
木
漏
れ
日　

紅
葉
の
彩
に

　

村
の
地
蔵
も　

う
す
化
粧

　

 　
　

 　

南　

台　

月
乃
香
俱
耶
姫

夕
日
沈
ん
で　

う
す
紅

く
れ
な
い

に

　

色
を
織
り
な
す　

筑
波
山

　

 　
　

 　
　

 

若　

松　

川
崎　

洋
子

彼
岸
終
わ
っ
て　

冬
至
の
日
ま
で

　

夜
の
長
さ
が　

し
み
る
酒

「
月
下
美
人
」
今
年
も
咲
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井　

千
代
子

　

我
が
家
で
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
る
香
り
の
よ
い
「
月
下
美
人
」
の

美
し
い
花
が
、九
月
の
夜
咲
き
ま
し
た
。

　

夜
七
時
頃
か
ら
咲
き
は
じ
め
、

十
二
時
頃
ま
で
に
終
わ
っ
て
し
ま
う

の
が
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
嶋　

よ
う

し
と
し
と
降
り
続
く
雨

七
変
化
の
ア
ジ
サ
イ
に
カ
タ
ツ
ム
リ
に

角
を
出
せ
ば
梅
雨
の
風
情
も
又
楽
し
い

子
供
の
頃
天
の
川
が
夜
空
に
陣
取
っ

て
い
た
七
夕
に
は
願
い
を
込
め
た

誰
が
悪
い
の
か
雨
雲
に
覆
わ
れ
て

梅
雨
時
の
雨
は
植
物
や
農
作
物
に
恵

み
を
与
え
て
く
れ
る
季
節
で
あ
る

日
本
人
に
と
っ
て
は
季
節
感
を
育
む

長
雨
で
あ
る

雨
の
強
さ
は
イ
メ
ー
ジ
順
番
に
ザ
ー

ザ
降
る　

バ
ケ
ツ
を
引
っ
く
り
返
し

た
よ
う
に
降
る
ザ
ァ
ー
ザ
ァ
ー　

激

し
い
雨
と
思
っ
た
ら　

し
い
と
し
と

し
と
と
降
る
時
も
あ
る

人
の
気
性
も
激
し
く
な
ら
な
い
か
と

　

 　
　
　
　

 

東
大
橋　

森
美
千
瑠

駆
け
て
来
る
わ
が
犬
ほ
が
ら
に
見
ゆ
る

ま
で
青
田
の
道
を
風
の
吹
き
抜
く

　

 　
　

 　
　

 

東
石
岡　

田
村　

満
佐

戦
場
に
行
き
し
兵
士
が
言
ひ
た
り
き
死
ぬ

が
一
番
ら
く
な
ん
で
す
と

　
 　

　

 　
　

 

東
光
台　

内
田
千
代
子

盆
の
夜
う
か
ら
集
ま
り
戦
争
の
テ
レ
ビ

を
見
て
い
る　

こ
れ
が
幸
か
や

部　

原　

久
保
田
好
子

一
粒
の
葡
萄
の
味
覚
全
身
に

北
府
中　

髙
橋　

忠
雄

過
去
未
来
灯
下
親
し
む
妻
が
を
り

東
光
台　

野
村　

洋
子

不
備
を
突
く
秋
の
出
水
も
摂
理
か
な

東
光
台　

森　

ま
さ
え

青
き
過
去
悔
い
て
鬼
灯
赤
く
な
り

総　

社　

山
口
美
津
子

秋
出
水
数
多
の
涙
流
れ
け
り

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

黙も
だ

し
ゐ
し
老
い
人
た
ち
が
口
ひ
ら
く

七
十
年
前
の
い
く
さ
の
無
残

　

    　

 　
　

  

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

茂
り
た
る
枝
切
り
落
し
広
く
な
り
庭
に

涼
し
き
風
吹
き
と
お
る

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

下　

林　

鈴
木　

邦
翠

秋
霖
に
煙
る
峠
を
越
へ
て
来
し

　

 　
　

 　
　

  

吉　

生　

土
佐　

汀
風

松
手
入
済
み
て
明
る
き
寺
の
庫
裡

　
　
　
　

       

下　

林   

桜
井　

衛
人

急
階
段
登
り
て
秋
の
千
手
堂

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　
　
　
　
　
　

 
東
成
井　

小
島　

せ
ん  

夕
闇
の
迫
れ
ば
西
の
空
高
く

筑
波
の
山
は
赤
く
染
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　

大　

塚　

松
岡　

元
義

秋
時
雨
落
ち
た
る
一
葉
青
蛙

　

 　
　

 　
　

  

北
根
本　

大
塚　

豊
子

夕
沈
む
草
む
ら
で
鳴
く
秋
虫
の
猛
暑
の

日
よ
り
し
の
ぐ
声
に
も

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

地
区
内
の
長
寿
ス
ポ
ッ
ト
さ
な
が
ら
に

最
高
齢
な
る
我
が
義
両
親

●
文
化
協
会
盆
栽
部
八
郷
支
部

・
秋
の
盆
栽
展

日
時　

10
月
31
日
（
土
）
〜
11
月
３

日
（
火
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

※
会
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

石
井　

☎
４
３
・
２
４
１
８

●
第
48
回
石
岡
市
文
化
祭

　
　
　

文
化
協
会　

会
長 

内
山
侑
一

　

文
化
協
会
所
属
団
体
の
日
ご
ろ
の

成
果
を
発
表
す
る「
石
岡
市
文
化
祭
」

が
、
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
43
年
に
行
わ
れ
た
第
１
回
以

来
、
無
事
48
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
先
人
の
努
力
と
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
の
お
か
げ
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
文
化
祭
は
11
月
18
日
ま
で
、
市

民
会
館
な
ど
５
つ
の
会
場
で
土
・
日

曜
日
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

文
芸
い
し
お
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

心
配

俳
句
や
短
歌
を
た
し
な
む
日
本
人
の

細
や
か
さ
は
い
つ
迄
も
大
事
に
し
て

お
き
た
い
財
産
の
ひ
と
つ
で
は
な
い

か
と
思
う

の
が
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
。

の
が
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
。

２７　広報いしおか１１月１日号  №２４２

　

 　
　

 　
　

 
山　

崎　

鈴
木　

菫

さ
り
げ
な
く
庭
の
花
々
ほ
め
く
れ
て
友

は
帰
れ
り
心
た
の
し
も　

 

　
　
　
　
　
　

 

山　

崎　

西
口
は
ま
子

ほ
と
と
ぎ
す
秋
明
菊
の
咲
く
庭
に
小
さ

き
朝
顔　

夏
の
残
像

　

 　
　

 　
　

月　

岡　
菱
沼
む
免
子

ご
先
祖
や
亡
夫
に
守
ら
る
る
現
在
に
感
謝

を
し
つ
つ
墓
石
清
む



山﨑　結
ゆ こ

心ちゃん（１歳６か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

鈴木　うたちゃん（１歳１か月）

わが家のアイドル

平成27年11月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

〈表紙の写真〉
　10 月４日に行った合併 10 周年記念式典で、石岡市民の歌を披露
してくれた大島花子さん。市民の歌は市内の小・中学生を始め、市内
外の皆さんから石岡市への思いを募集し、大島さんがその思いを受け
作り上げられた歌です。

ゆ こ

栄養成分（１人分）

材
料
（
４
人
分
）

白
菜　

１
０
０
ｇ
・
キ
ュ
ウ
リ                

65ｇ
・
セ
ロ
リ　

50ｇ
・
赤
唐
辛
子

½
本
・
油　

小
さ
じ
２
・
酢　

大
さ

じ
１
と
小
さ
じ
１
・
砂
糖　

大
さ
じ

１
と
小
さ
じ
１

作
り
方

①
白
菜
は
一
口
大
に
切
り
、
茎
は
削

ぎ
切
り
に
す
る
。

②
キ
ュ
ウ
リ
と
セ
ロ
リ
は
４
〜
５
㎝

の
拍
子
切
り
に
す
る
。

③
①
・
②
は
塩
（
分
量
外
）
を
ま
ぶ

（エネルギー 31kcal、塩分０g）

　　　　白菜の甘酢漬け

白菜とキュウリのシャキシャキ感が後を引く
一品です。

し
、
20
分
位
お
い
て
水
気
を
絞
る
。

④
鍋
に
油
・
酢
・
砂
糖
・
小
口
切
り

に
し
た
唐
辛
子
を
入
れ
て
煮
立
て
熱

い
う
ち
に
③
に
か
け
る
。

白
菜
は
、
酢
と
相
性
の
い
い
冬
の
味

覚
で
す
。
毎
日
の
食
卓
に
ど
う
ぞ
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介

下林
歌と踊りが大好きな女の子で
す。毎日元気に走り回ってい
ます。これからもかわいい笑
顔をみせてね。

瓦谷
音楽が大好き。音に合わせて、
毎日かわいく踊っています。
のびのびと元気に育ってね。


	P01.pdf
	P06〜08
	P09
	P10・11
	P12・13
	P14・15
	P16
	P17
	P18〜21広告なし
	P22
	P23
	P24
	P25
	P26
	P27
	P28

